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熊本大学社会環境工学科エンジニアリング・デザイン導入教育向上プロジェクト

1. はじめに

理工系学部における実験科目は，その多くが基礎的

な物理現象の理解を目的としている。しかし近年，工

学教育に関してJABEEでも求められているとおり， エ

ンジニアリング ・ デザインのセンスを育成することが

重要視されている。これは，単に現象の理解する力だ

けではなく，経済 ・ 環境問題までをも含めて知識を融

合し実践に活かす力が求められている九熊本大学工

学部社会環境工学科では，講義のみならず学生自らが

実施しデー タ整理／とりまとめを行う実験科目をエ

ンジニアリングセンス育成のための重要な科目とし

て位置づけており，早期体験型実験 ・ 演習科目開発プ

ロジェクトの一環として1年次から体系的に実験 ・ 演

習科目を取り入れている。本報では，一連のカリキュ

ラムの中での実験 ・ 演習科目の位置づけを紹介し，特

に1年次の実験科目の実施概要を解説するとともに

授業アンケ ー トによる学習成果について検証する。

2. 科目の流れ

本学科で対象とする領域で， 特にエンジニアリン

グ ・ デザインに必要な重要要素としては以下の項目を

掲げている。

工学共通の数学

情報処理

流体 ・ 地盤 ・ 構造の力学

環境

歴史 ・ 景観 ・ まちづくり

このように，本学科は土木工学を基礎としている

学科である ために， 数学， 力学の基礎から歴史 ・ 景

観などの分野に至るまで，非常に幅広い分野の深い

知識の習得が求められている。また，これらの項目

は単なる知識としてだけ でなく，自らが行動しその

59 

社会環境工学科 代表者氏名 佐藤晃 星野裕司

実際を体験を通して修得する必要があると考えて

いる。このことから， 本学科では卒業研究の着手に

至る1年次から3年次までに図1に示すような実

験 ・ 演習科目をカリキュラムの中に取り入れている。

この図に示すように， 3年次の「社会基盤設計」で

は必要機能， デザイン， 構造を複合的に検討し， 多

数の解決策の提案から最適な設計案を提示出来る

能力が求められており， さらに， 模型やCGなどを

用いて，設計案の説得力のあるプレゼンテ ー ション

能力の習得が求められる。この， 集大成と言うべき

科目の修得に向けての重要な導入 教育として，本学

科では主に工学的専門性の育成を実験を通して修

得を目指す「工学の基礎実験」， さらには社会と工

学との連携を演習を通して修得を目指す「社会の基

礎実験し適切な情報処理能力の習得を目指す「情

報処理基礎Jを配置している。

3. 知識の深化・実践化に向けての取り組み

先に述べたように，本学科ではエ ンジニアリング

センスの育成に実験 ・ 実習科目を重 要視している。

以下では，特に本学科で特徴的な2つの科目につい

て概説する。

3 ・ 1工学の基礎実験（ 1年次前期科目）

本科目は同時期に開講されている 「工学の基礎

物理」で学習した内容の一 部を， 実験として習得

することを目的としている。 つまり， 座学だけ で

なく実際に手を動かし， デー タを整理しながら現

象を理解することを重要視している。 本科目 では

4つのテ ー マを用意し， 全ての学生が4つのテ ー

マ全てを履修することとしている。 その1つの例

を図2に示す。 このテ ー マは「材料の変形特性と

応力Jというテ ー マで， 銅線を用いた簡単な 一 軸

引張り試験ながら， 弾性変形 ・ 塑性変形を再現で

き， さらに応力とひず みの関係を実験を通して








